
(様式４) 

令和 8年 5月 19日 

 

  令和 8年度 第１回 大阪市立東粉浜小学校 学校協議会 実施報告書 

    

校園名  大阪市立東粉浜小学校 

               校園長名    塩月 学    

日 時 令和 8年 5月 19日（火） 10時～11時 30分 

場 所 大阪市立東粉浜小学校 多目的室 

出 

席 

者 

委員 

など 

松岡 慶介（会長） 三宅 浩史（副会長） 船津 和子（書記） 髙山 仁（委員） 

一瀬 圭子（委員） 南條 真梨絵（委員） 西田 陽子（委員）西田 慶子（委員） 

西堂 良紀（委員） 

校園 塩月 学（校長） 三好 和彦（教頭） 

区役所 中元 泰之（教育文化課係長） 

議題 

１．学校協議会委員の退任と補充 

２．令和 8年度学校協議会役員等の確認 

３．学校協議会運営要項と傍聴要領の確認 

４．令和 8年度「運営に関する計画」について 

  学校運営方針に関する説明・意見交換 

５．その他 （年間行事予定 次回 10月 27日（火）に行う予定） 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

 

 

学校協議会委員の選出について以下

の通り共通理解を図った。 

委員の任期は、任期の日からその翌年

度の末日までの 2年間とする。 

前 PTA会長を会長に、現 PTA会長を

副会長に、現 PTA書記を書記にする。 

また、幼小中連携の観点から、今年度

も住吉中学校長、住吉幼稚園長にも参

加していただくこととする。 

今回は、異動に伴い 4名が変更となっ

た。 

 

PTA の役職で本会の役職をあててい

くことを確認する。 

 

東粉浜小学校学校協議会運営要項・傍

聴要領を確認する。 

 

令和 8年度東粉浜小学校「運営に関す

る計画」について 3つの最重要目標ご

とに説明し、理解いただいた。 

・いじめのない学校づくり、安全で安

心できる学校の実現をめざして、定期

的にいじめについて考える機会を設

○保護者・地域との繋がりを考えると、前

PTA 会長を正式にメンバーとしておいて

おく。 

 

 

 

○幼稚園から中学校までの長いスパンで

子どもを見守り育て続けていくことがで

きる。 

 

 

 

○保護者から卒業しても地域の人材とし

て関わるという観点から、会長、副会長を

役職で固定しておく。 

 

 

 

○グランドデザインは HP にあがってい

るのか。 

 

○道徳の授業をはじめ様々な取り組みを

行いながらも、いじめのない学校をめざ

し、引き続き取り組んでいただきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

けたり、防災週間を設けるなど防災・

減災教育を進めたりしていく。今年度

からたてわり活動を常時化すること、

道徳教育推進を通して、自尊感情、自

己肯定感向上に努めていく。 

・昨年度までの研究の成果を継承し今

年度も考えを互いに練り上げる「深い

学び」の研究を進める。体力について

は、熱中症や感染症に気を付けなが

ら、体を動かしてよく遊ぶことから体

力向上につながる取組を見ながら行

う。「早寝早起き朝ご飯」をキーワード

に引き続き啓発していく。 

・教育DXのさらなる推進に向けてさ

らに積極的に取り組んでいくととも

に、教職員の時間外勤務削減をめざ

す。合言葉「元気に出勤、笑顔で退

勤！」をかかげ、子ども達に還元でき

るように努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・キャリアパスポート（生活ふりかえ

りカード）についても補説する。 

 

○主な年間行事について説明する。学

校管理規則にもとづき、弾力的に始業

式・終業式を設定している。 

○不登校傾向は増えている状況の中で、運

営に関する計画により具体的な方策を提

示してほしい。 

 

○不登校傾向のある児童への策はどのよ

うに行っているのか。 

→専科指導の際に、学級担任が児童と向き

合っている。 

→中学校も小学校の取り組みの成果もあ

って、不登校の数値は全国と比べて低い。 

 

○学年による数値が異なる。どのように分

析しているのか。 

→タイピングをはじめとした情報活用能

力が伸びると書く力に課題が生まれるこ

とがある。紙とデジタルの両立に努め、表

現力の育成を行っていく。 

 

○目標数値の設定の仕方はどのようにな

っているのか。 

→4 か年でステップアップできるように

したことと、過去のデータをもとに達成で

きそうな数値を模索しながら設定した。 

→数値を上げることは簡単なことではな

い。その中で取り組んでもらえることはあ

りがたい。 

 

○端末を活用することが日常化してきて

いる。情報リテラシー教育についてもう少

し考えていくとよい。北西 3校で連携して

いきたい。道徳の時間の充実に努めていき

たい。 

 

○家庭力（学研、塾）が子ども達の学力を

支えていることは大きい。 

 

 

・次回は 10月 27日（火）に行う予定 

協議 

資料 

○令和 8年度 大阪市立東粉浜小学校学校協議会委員名簿        資料１ 

○大阪市立東粉浜小学校学校協議会運営要項              資料２ 

○大阪市立東粉浜小学校学校協議会傍聴要領              資料３ 

○令和 8年度 「運営に関する計画」                 資料４ 

○令和 8年度 「生活ふりかえりカード」               資料５ 

○年間行事予定                           資料６ 

○東粉浜小学校 学校だより 4月号・5月号              資料７ 
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